
土地改良区等における
男女共同参画の推進

土地改良区等においても女性が活躍できる

環境をつくりましょう！

令和４年３月（Ver.２）

中国四国農政局農村振興部土地改良管理課



男女共同参画社会の実現が
求められています
政府では、誰もが意欲に応じて活躍できる男女共同参画
社会の実現に向けて、さまざまな取組を実施しています。

令和２年12月に閣議決定された「第５次男女共同参画基
本計画」には、地域農業に大きな影響力を持つ、農業委
員、農協役員、土地改良区（土地改良区連合含む）理事
について、女性登用の目標が設定されました。

さらに、土地改良区等に関しては、令和３年３月に閣議
決定された「新たな土地改良長期計画」や、令和３年６
月に決定された「女性活躍・男女共同参画の重点方針
2021」においても、理事のみならず総代における女性の
役割が極めて低い現状を踏まえ、関係者の女性登用に対
する理解の促進や意識改革を進め、土地改良区の女性
ネットワーク化などにより、女性活躍に向けた環境づく
りを促進する方針が示されたところです。

第５次男女共同参画基本計画
の成果目標

農業委員 農協役員 土地改良区理事

項目１ 女性委員が登用さ
れていない組織数

女性役員が登用さ
れていない組織数

女性理事が登用さ
れていない組織数

現状 254／1,702組織 101／611組織 3,737／3,900組織

成果目標
2025年度まで ０ ０ ０

項目２ 女性割合 女性割合 女性割合

現状 12.3％ 8.4％ 0.6％

成果目標
2025年度まで

20％（早期）
更に30％を目指す

10％（早期）
更に15％を目指す 10％

２



土地改良区等における女性理事
の登用は増加傾向にあります
女性の理事が配置されている土地改良区の地区数の割合
は、平成28年度において、中国四国管内では941地区中49
地区で5.2％です。

（全国では、3,900地区中163地区で4.2％）

女性の理事の人数は、平成28年度において、中国四国管内
では、理事総数8871人中67人で0.75％です。

（全国では、理事総数43,204人中258人で0.6％）

【参考】平成29年度土地改良区運営実態等統計調査

女性理事が登用されている土地改良区数
（中国四国管内）

土地改良区理事総数に占める女性理事数の割合
（中国四国管内）

令和4年2月

平成28年度

68

49

857

941

土地改良区総数 女性理事登用土地改良区数

女性理事割合

0.75％

平成28年度

全理事数 8871 うち女性理事数 67

女性理事割合

0.94％

令和4年2月

全理事数 9080 うち女性理事数 86 

※中四局独自調べ

※中四局独自調べ
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女性理事として活躍されている方々

• 所在地 ：岡山県備前市
（受益地：岡山市他３市１町）

• 組合員数：7702人
• 地区面積：5403㏊
• 理事数 ：16人

うち女性１人

福島 恭子 さん
岡山県議会議員（H23年～）
吉井川下流土地改良区理事（H27年～）

• 所在地 ：香川県高松市
• 組合員数：476人
• 地区面積：133㏊
• 理事数 ：10人

うち女性１人

主人が病気で体調を崩したことから、その代わりと
して推薦され、令和２年４月の総会において選任され
ました。

これまで土地改良区の活動についての経験や知識は
ほとんどなく、理事になるまでは不安が大きかったの
ですが、周りの理事の方々に支えられて少しずつでは
ありますが、理事の仕事をこなしています。それまで
農業はしていたものの、土地改良区の活動にはほとん
ど参加していなかったので、実際に理事の仕事をこな
すことで土地改良区の業務内容への理解が深まり、私
自身の視野も広がったと思います。

（英理事長（写真左奥））
女性が理事に加わることで、理事会も和やかな雰囲

気になり、円滑に議事が進行するようになりました。
女性視点からの意見も加わることで、より事業に関

しても広範囲に配慮・検討できるようになったと思い
ます。

小早川 朱實 さん（写真左前）

高松市弦打土地改良区理事（R2年～）

理事長の英さん、理事の小早川さんから
貴重な意見を伺いました R3.10.４(Webによる)

理事の福島さんから貴重な意見を伺いました R3.10.18

母親は、家族の中で一番「食」をつかさどる役割を
担っているところが往々にしてあると思います。また、
消費ブームも女性がつくるといわれています。
多様性のある考え方を求めていくには、女性の視点

や考え方はとても大切だと思います。そういった意味
でも、女性理事の登用は意義があることと思います。

吉井川下流土地改良区には女性の職員が比較的多い
です。事務局に女性職員が多い土地改良区の場合、女
性理事も活動し易いのではないでしょうか。土地改良
区に女性職員を増やしていくことも重要な視点である
と思います。
土地改良区の仕事は、ゲート操作などの力仕事が多

く女性が入りにくい、という意見もあります。施設を
自動化にするなど、誰でも操作できる環境に変えてい
くことなども進めていただきたいと思います。
女性が活躍しているモデル地区があれば、その事例

をPRしていくことにより女性理事登用推進が図られ
ると思います。

４



女性理事として活躍されている方々

• 所在地 ：山口県田布施町
（受益地：岩国市他２市１町）

• 組合員数：849人
• 地区面積：420㏊
• 理事数 ：27人

うち女性１人

（本田重徳理事長（写真右）） 組合員の高齢化が進み、
理事のなり手がいない中、男女の区別なく理事を登用
する必要がありました。当初は女性理事１人でしたが、
他の理事が男性ばかりの中で女性１人では活動しにく
いと思い、池田さんに２人目の女性理事となっていた
だくようお願いしたという経緯がありました。

（池田理事） 非常に活動し易い環境です。それぞれ
の理事の持ち味を生かした活動ができていると思いま
す。女性は肉体的負担がかかる業務は難しいが、自分
は書記を担当させてもらっています。

（本田香苗理事） 理事長に助けていただいて楽しく
やらせてもらっています。理事の皆さんとお話しでき
るのが楽しいです。

（本田重徳理事長） 女性理事が入ることによって、
女性の方の気配りもあり、これまで男性だけだと強く
言い合う場面もありましたが、そのようなことがなく
なりました。女性では難しい業務はありますが、助け
合いながら業務を行っています。高齢化が進む中で、
女性も含めて多様な人材を活用することが必要だと思
います。

池田 美紀子 さん（写真中央）

松山市市坪土地改良区理事（H28年～）

• 所在地 ：愛媛県松山市
• 組合員数：54人
• 地区面積：５㏊
• 理事数 ：７人

うち女性２人

長信 正治 さん（写真左）

田布施土地改良区理事長

本田 香苗 さん（写真左）

松山市市坪土地改良区理事（H30年～）

理事長の本田さん、理事の池田さん、本田さんから
貴重な意見を伺いました R3.10.21(Webによる)

元山口県土地改良事業団体連合会長から紹介を受け
て、初の女性理事（員外）が誕生しました。初の女性
理事は、土地改良区の仲間と朝市で特産物・加工品の
直売や国営土地改良事業の推進にも積極的に御協力い
ただいた方でした。現女性理事（員内）は、理事をさ
れていた御主人が亡くなられたため、後任を引き受け
ていただきました。
元々、本土地改良区には男女を問わない傾向があり、

女性理事の有無によって、理事会の雰囲気が変わると
いうことはありません。各地域から理事を数名選出し
ているので、女性であれ男性であれ、理事同士が協力
して任務にあたっています。

当土地改良区は３つの土地改良区が統合し国営事業
を実施中のため、女性がどのように携わってくるか不
透明な部分があるため目標達成について言及はし難い
ですが、女性理事登用の目標を達成するためには、先
ずは、女性に農業に関わってもらい、農業に関心を
もってもらうことが重要であり、その先に、女性理事
登用の推進があるべきと考えます。ほ場整備予定の地
区に熱心に農地を守っている女性の方がいますが、こ
のような方に、整備後の農地で農産物の生産や販売に
おいて女性の視点を活かして活躍いただき、そして土
地改良区の理事になっていただきたいと思っています。

理事長の長信さんから
貴重な意見を伺いまし
た
R3.10.27(Webによる)
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• 所在地 ：岡山県笠岡市
• 組合員数：246人
• 地区面積：869㏊
• 理事数 ：９人

うち員外１人

女性理事登用に関する意見交換

６

笠岡湾干拓土地改良区の幹部の皆さんから
貴重な意見を伺いました R3.7.15

女性理事として活躍されている方々

（髙橋理事） 組合員の高齢化が進み、理事のなり手が
少ない中で引き受けました。所有農地は貸しております。
また、亡くなった主人が農作業をしていたことも知らな
かったので、農家であるという意識や土地改良区に対す
る知識も全くありませんでした。

理事としては、組合員への賦課金の徴収や、水路や土
手の清掃などの行事日程を組合員へ周知する連絡係をし
ています。理事を引き受けたからには、他の組合員に迷
惑をかけないように仕事をしています。理事になって
困ったことはありません。また、担当地区内の様々な方
と話す機会ができたことが、良かったです。

（福本理事長（写真右）） 地区面積は昔より約半分に、組
合員は約４分の１に減少しています。組合員の高齢化が
進み、男性も理事になる方がいない状況で、女性にも理
事になっていただくようにお願いをしています。現在は
女性理事は髙橋理事１人ですが、前回は、理事９人中、
女性理事は３人でした。当土地改良区における力仕事に
は、ため池の管理がありますが、施設の管理者がゲート
操作や清掃を行っています。そのため、理事自身が力仕
事を行う必要はなく、女性も理事の仕事を十分に行って
いただけると思っています。また、女性は真面目で、仕
事を丁寧にしてくれます。女性理事10％の目標について
も、理事長のやる気次第で目標達成することは可能であ
ると考えます。

髙橋 道子 さん（写真左）

新居浜市治良丸土地改良区理事（R2年～）

• 所在地 ：愛媛県新居浜市
• 組合員数：76人
• 地区面積：44㏊
• 理事数 ：９人

うち女性１人

理事長の福本さん、理事の髙橋さんから貴重な
意見を伺いました R3.11.10(Webによる)

中国四国農政局は、令和３年７月15日（木）、笠岡
湾干拓土地改良区と土地改良区における男女共同参画
推進についての意見交換を行いました。土地改良区か
らいただいた主な意見を紹介します。

（大平理事長（写真左））
現在、笠岡湾干拓土地改良区に女性理事はいないが、

私の経営する農業生産法人で、女性も多く働いていた
だいている。女性は男性にはない視点を持っているの
で、女性からの発言を聞いていて、気づかされること
も多い。
女性も含め、多様な農業者が多様な感覚で土地改良

区の運営に参画する、ということが重要なので、何ら
かの働きかけ、何かちょっとした支援策があればはず
みがつき、女性理事の登用につながるかもしれない。

（平野副理事長（写真中央））
生産現場では女性の方が男性より頑張っているとい

う面もあり、女性同士のネットワークも根をおろして
いる。女性が土地改良区等の理事などの活動をするた
めには、男性が家事を分担するなど、女性が活動でき
る環境を創ることが重要。



水土里ネット女性の会との意見交換
中国四国農政局は、管内各県の「水土里ネット女性の会」と、
女性活躍推進に向けた意見交換会を開催しました。
その意見交換会において、発表された意見の一部を紹介します。

水土里ネット女性の会の設立による効果について
・地区を越えた交流により見聞が広がり、職員の意識改革や、業務効率化につながっている。
例えば、複式簿記導入に関して、一人ではわからないことを近隣の土地改良区と相談できるよう
になった。

・地区や年齢を超えた交流ができ、ロールモデルとなる人と出会えた。
・会の役員のリーダーシップが非常にあり、雰囲気がよく、みんな積極的な意見が出しやすい。
・この女性の会を今後も続けていくことが大切。今後も続けていきたい。

土地改良区における女性の総代や理事への登用の可能性について
・女性理事はいないが、女性総代が２名いるので、今後女性理事の登用の可能性はあると思う。
・男性でも理事のなり手がいない現状。制度を創設して、女性登用を促進するしかないのでは。
・特に田舎においては、女性の発言権がないのが現状。このような状況を打破するためには、法律
等で強力に女性役員登用を進めることが近道ではないか。

・多くの女性が農業土木を知らないため、女性理事を登用する可能性は低いと思う。
・女性理事のサポート役がいると女性理事登用の可能性は高くなると思う。
・自分の土地改良区では最近、員外の女性監事が就任した。一人女性がいると、次の改選時には女
性が入りやすくなる。

・女性理事登用の目標が設定されたことは、年配の男性役員の意識を変えるよいきっかけになった。
・女性は理事になるのに、年齢を問われたり、実績がないとなれないという状況がある。
・初めて理事になるときに緊張したりするのは男性も同じ。男性、女性ということなく、一緒に
なってやろうという雰囲気ができればよい。

土地改良区における女性活躍の推進に必要な取組について
・活動の様子を積極的に発信（SNSの活用）し、女性のみならず、若者など多様な人々の土地改良
区への関心を高めたい。

・活躍している女性理事や女性総代の方の経験談を聞き、女性が活躍することのメリットについて、
組織の内外が実感できるようにする。

・営農に女性が関わることが少ない。まずは営農分野に女性が進出することが必要。農業の魅力を
一般の方に発信していき、若い女性の方に農業に参画してもらうことが必要。

・土地改良区の事業を知らない女性の方々に、いろいろな機会や企画を通じて、土地改良区のこと
を理解してもらい馴染みを持ってもらう。

７

※各県とも、ワークショップ形式で意見交換を行いました。

○令和３年10月１日（金）
「とっとり水土里の女性会」「しまね水土里女性の会」
参加者22名
（両会メンバーである、鳥取・島根の土地改良区、
土地改良事業団体連合会や県農林部局の女性職員）

○令和３年11月12日（金）
「かがわ水土里ネット女性の会」
参加者12名
（会メンバーである、土地改良区や県土地改良事業
団体連合会の女性職員や県農政部局の女性職員）

○令和３年11月25日（木）
「やまぐち水土里ネット女性の会」
参加者10名
（会メンバーである、土地改良区や県土地改良事業
団体連合会の女性職員、農協の元理事、元県農家
生活改善士等）



土地改良区内に女性の会発足
中国四国管内において初となる、土地改良区の女性の会「ひかわ水土里女性の会」が、

令和３年12月23日（木）、島根県出雲市斐川町において設立されました。

８

「笑顔あふれる花のまちひかわ」をスローガンに、出雲市斐川町において花づくりに関わる
活動を行っている方々を中心に、60名の女性（土地改良区関係者、花づくりの会関係者、地域
コミュニティセンター関係者など）を会員とする水土里女性の会を設立し、花に囲まれた美し
い「花のまちひかわ」の農業・農村環境づくりに取り組まれることとなりました。
ひかわ水土里女性の会（事務局：出雲市斐川土地改良区）は、会員相互の親睦を深めること

で会員のネットワークを醸成し、自己研鑽を図るとともに、女性の発想力と能力等を活かした
斐川地域の農業農村活性化等に寄与することを目的としています。
会の活動は、「花のまちひかわ」への取組に向けた意見交換や花づくり研修会の開催、そし

てブログ（「みどりの風だより～築地松のふるさと斐川町から～」）を活用した会の活動の広
報に取り組むこととしています。

やまぐち水土里ネット女性の会
設立：平成17年 会員数：229名
☆全国で最初の女性の会

とっとり水土里の女性会
設立：平成29年 会員数：48名

しまね水土里女性の会
設立：令和３年 会員数：35名

おかやま水土里ネット女性の会
設立：令和２年 会員数：31名

かがわ水土里ネット女性の会
設立：令和元年 会員数：74名

あわ水土里女性の会
設立：令和元年 会員数：38名

ひかわ水土里女性の会
設立：令和３年 会員数：60名

中国四国管内の水土里ネット女性の会

設立総会が行われた会場は、「花のまちひか
わ」を象徴するように、出荷の最盛期を迎えた色
とりどりのシクラメンの鉢植が飾られ、華やかな
雰囲気に包まれました。
また、設立総会後には、寄せ植え教室が開催さ

れ、会員のみなさん和気あいあいとシクラメンを
始め７種類の花々の寄せ植えを楽しみました。



土地改良区等における
女性理事の登用

地区内において活躍されている女性農業者、既に農業
委員や農協役員として活躍している方々などから、女
性理事の候補者（被選任・被選挙人）を選びましょ
う。

候補者が組合員でない場合には、員外理事制度を積極
的に活用しながら、女性理事の登用を進めましょう。

各土地改良区においてそれぞれ工夫をしながら女性理事
の登用を進め女性が活躍できる環境をつくりましょう。

【員外理事の選定フロー図】

候 補 者 の 選 定

定 款 改 正
（員 外 理 事 を 規 定）

理 事 の 選 任・選 挙

理 事 に 就 任

【員外理事について】
土地改良法においては、土地改良区等の理事について、総数の

40%未満までは員外からの理事の選定が認められています。

土地改良法第１８条第５項
土地改良区の理事（設立当時の理事を除く。）の定数の少なくとも五分の三は、次に
掲げる要件の全て（当該土地改良区の地区内において耕作又は養畜の業務を営む組合員
が少ない場合その他の農林水産省令で定める場合にあっては、第一号に掲げる要件）に
該当する者（法人を除き、組合員たる法人の業務を執行する役員を含む。）でなければ
ならない。
１ 当該土地改良区の組合員であること。
２ 耕作又は養畜の業務を営む者であること。

７



第５次男女共同参画基本計画
（土地改良区関係関連施策部分抜粋）

第２部 政策編

Ⅰ あらゆる分野における女性の参画拡大

第３分野 地域における男女共同参画の推進

２ 農林水産業における男女共同参画の推進

「食料・農業・農村計画」等に基づき、女性の経営への参画を推進するとともに、地域をリードする
女性農林水産業者を育成し、農山漁村に関する方針策定への女性の参画を推進する。また、女性が働き
やすい環境の整備や育児・介護等の負担の軽減、固定的な性別役割分担意識とこうした意識に基づく行
動の変革に向けた取組を推進する。

ア 農林水産業における政策・方針決定過程への女性参画の推進

① 地域をリードできる女性農林水産業者を育成し、農業委員会や農業協同組合、森林組合、漁業協
同組合の役員及び土地改良区等の理事に占める女性の役割の向上や女性登用ゼロからの脱却に向けた取
組などを一層推進する。また、改正された女性活躍推進法に基づき、一般事業主行動計画の策定義務等
の対象が拡大する機を捉え、女性活躍推進法の適用がある事業主については、同法に基づく事業主行動
計画の策定等の仕組みを活用し、女性の活躍推進に向けた取組を推進するよう要請する。また、地方公
共団体、農林水産団体等に対して、具体的な目標の設定や女性の参画を促進する仕組みづくりを働きか
ける。

新たな土地改良長期計画
（土地改良区関係関連施策部分抜粋）

政策課題２ 多様な人が住み続けられる農村の振興

【政策目標３】

所得と雇用機会の確保、農村に人が住み続けるための条件整備、農村を支える新たな動きや活力
の創出

施策６ 農業・農村を支える土地改良区等の多様な人材の参画による組織運営体制の強化

土地改良区については、組合員の高齢化や土地持ち非農家の増加、大規模経営体と小規模農家との二
極分化など農業・農村構造の変化に直面する中で、その存立基盤である地域のコミュニティ機能を活用
しながら、災害時の対応やICT を活用した業務の省力化、担い手のニーズに対応した用水の配分など、現
場の多様な課題に積極的に対応していく必要がある。

このため、幅広い経営形態・規模の農業者が運営に参画することで土地改良区の活動を活性化すると
ともに、土地改良法の一部を改正する法律（平成 30 年法律第 43 号。平成 31 年 4 月施行。）において
措置された運営基盤の強化のための新たな制度の定着・活用を進めながら、多様な人材に開かれた中長
期的に持続可能な組織運営体制の確立に取り組む。

さらに、「第 5 次男女共同参画基本計画」（令和 2 年 12 月 25 日閣議決定）に基づき、国、都道府
県、土地改良事業団体連合会等が連携して、土地改良区における女性理事の登用等の取組を促進する。
その際、土地改良区の理事のみならず、総代における女性の割合が極めて低い現状等を踏まえ、土地改
良区関係者の男女共同参画に対する理解の促進や意識改革を進めながら、比較的組織運営体制の整った
土地改良区等から実現を目指す。また、土地改良区の女性職員同士のネットワーク化など、女性活躍に
向けた環境づくりを促進する。

また、農業・農村の有する多面的機能を次世代に継承し、その便益を国民が幅広く享受できるよう、
多面的機能支払等の活動を通じて集落内外の多様な人材・土地改良区等の組織と協力しながら、活動組
織の広域化や集落内外の多様な人材の確保を推進していく必要がある。

お問い合わせ先
農林水産省 中国四国農政局
農村振興部土地改良管理課 （電話：086-224-4511 内線2545）


